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する事。

＜連絡事項＞

・本日、院内研修があります。業務以外のスッタフは、参加してください。

・重油・灯油ともに、単価が値上がりしています。中東が不安定な為、今後も値上がりが予想されます。暖房の使いすぎ・つけっぱなしには注意して行きましょう。

・3月1日より皮膚科の治療指示箋の書式が変更となります。1ヶ月分が1枚の用紙になり、1ヶ月分終了後にカルテへと綴じる形となります。Ｂ詰所に企画書があるので、各自で確認して下さい。

・月末期限の提出物は、提出期限を厳守し提出してください。

・2月28日(月)「新人研修」3月10日（木）・11日（金）「学生指導」17：30～18：30看護グループ内研修があります。業務以外の看護スッタフは、全員参加してください。

・年間の担当報告をカンファレンスの中で、報告して下さい。

・今年度の入社式は、4/4(月)となります。

・12月分の済みのカルテは、外してB詰所に置いてある専用BOXに入れてください。

＜患者様連絡事項＞
・慶長　節子様～発熱時の予測指示終了となります。

・田村　耕一様～入浴日には、A詰所前や玄関ドア付近に衣類や入浴用品等、私物を置かれることが目立ってきています。介入に対して、易怒的となることはなく素直に応じられています。面会者やスタッフが出入りする際のドアの開閉に注意し、離院ないよう確認・見守りをしていきましょう。また、私物を置いた際は、介入・声掛けをし関わっていきましょう。

＜田名部Drケースカンファ＞
・村井　八郎様～本日の食事摂取量は、2～3口程度で「食べたくない」と摂取せず自室にて臥床していることが多くなっています。脱水症状に注意し、本人様の要求する飲み物や食べ物を摂取して頂くようにしています。今後は、全身状態の悪化が考えられる為、ターミナルケアの出来る病院等への転院も視野にいれ、主治医面談を実施していく事としています。日程は現在調整中です。食事・補食・水分の摂取量の確認と本人様の状態観察をしていきましょう。併せて、排泄・睡眠状況、腹部の状態についても注意し観察・確認をしていきましょう。

・藤田　金弘様～離床時間を取れるようになり、食事は椅子に座り摂取出来ています。酸素飽和濃度も、90％以上を確保しています。引き続き、全身状態・呼吸状態の観察、確認を行っていきましょう。

・中野　英男様～本日にて点滴終了となり、夕より食事開始となります。状態改善傾向の為、Cユニットへ移動となっています。食事・補食・水分の摂取量、排泄・睡眠状況、発熱の有無や精神状態の観察・確認をしていきましょう。

・木ノ下　ツヨ様～昨日より、食事に対する不満をスタッフへぶつけることあっています。昼食時の下膳の際は、食器を投げるようにしていたとのことです。本日は、朝食後の服薬時までは、不機嫌さ見られスタッフ対応もできませんでしたが、徐々に表情良くなっています。その後のスタッフ対応は、穏やかで不機嫌さや訴え等はなく過ごされています。不満の訴え等あった場合は、傾聴し落ち着いて頂くよう関わっていきましょう。

・吉田　寿雄様～たんぱく質・コレステロール値が低いとのことです。食事内容の検討を行なっていくこととしています。また、インフルエンザ発症に伴い精神薬を服薬していないことからか、深夜帯の行動が目立ってきています。服薬調整を行うこととしています。精神症状・食事摂取量、睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。

・橋本　万様～以前、出血が見られたのは、ダーゼンの副作用によるものではないかと話されています。現在出血は確認されていませんが、引き続き口内の状況確認していきましょう。

・川守田　惇様～昨日徘徊中、ふらつき見られています。服薬による症状も考えられる為、服薬する時間の調整を検討していきましょう。

・市橋　ひで様～左への首の傾き強く見られています。スタッフでマッサージや姿勢の補正等行っていますがすぐに傾くような状況です。嚥下機能の低下も見られています。今後について経管栄養の検討も含め家族連絡し、主治医面談などの日程調整していきます。

＜皮膚科診察＞

・坂本　良雄様～ケルガー錠(125)は、今後定期となります。患部の状態の観察・確認をおこなっていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・藤田　金弘様～徐々に離床時間を促し、日中の活動量を向上すると共に、心肺機能の向上も図っていきたいと考えています。日中行ってみたい机上での活動を、本人と話して決めていきますので、決定次第、居室内で実施できるよう対応していきましょう。

・慶長　節子様～徘徊が顕著に見られ、カードキーやドアノブをいじって、出ようとする事があります。ドアが開いているのを見ると、走って出ようとするので他者にぶつかったり、転倒の危険があります。ドアを開けて出入りする際は、慶長様が近くに居ないかと、閉まった事を認するようにしましょう。

・瀧澤　美代子様～プログラム参加は、見学は出来ていますが、声掛けにもなかなか反応が鈍く、レクなど促しても実施出来ていないのが現状です。なるべく日中の離床を促し、プログラム参加して頂き、活動量の向上を図っていきましょう。

・中村　陽子様～プログラム参加良好で、レクや、色塗りなどの創作活動も実施出来ています。指示理解も良好で、質問への返答も的確に出来ています。引き続き、離床と参加を促し、出来る活動は行っていくようにしましょう。

















































